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 大型ヘリカル装置（LHD）の比較的高密度領

域では、抵抗性交換型モードとは異なり、崩壊

を伴う不安定性がプラズマ周辺に現れる[1]。崩

壊を伴う不安定性のm/n=1/1密度揺動は、共鳴面

に対して奇関数型のモード構造（磁気島構造）

を持つ。ここで、m/nはポロイダル/トロイダル

モード数。一方、磁気島構造が形成される前は、

偶関数型構造のモードが観測されているが、磁

気島形成への寄与は明らかではない。 

 トカマクでは磁気島を伴う不安定性として、

種磁気島が成長する新古典ティアリングモー

ドが度々観測される。ASDEX-UやDIII-Dトカマ

クでは、磁気島形成時のモード構造をECE計測

により詳細に調べることで、Sawtooth crash起因

の偶関数型のモード構造が奇関数型に変化し、

その磁気島幅が数msから数十msで拡大するこ

とが分かった[2]。この結果は、偶構造の理想キ

ンクモードが種磁気島を形成し、その種磁気島

が成長したと解釈される。本研究では、LHDで

の磁気島形成の物理機構を明らかにするため

に、磁気島形成時の線平均電子密度揺動振幅分

布の振る舞いを調べ、トカマクでの遷移現象と

の関係を調べた。 

 図はm/n=1/1の磁場揺動の振幅とモード構造

から評価した磁気島幅の時間発展と、各時刻で

の線平均電子密度揺動振幅の径方向分布を示

す。t = 4.0325 sで偶関数型のモード構造が観測

され、4.0345 sでモード構造が奇関数型へ変化す

る。その後、16 ms程度で奇構造のピークの間隔

（磁気島幅）が広がっていることが分かった。

この結果から、モード構造の遷移後に小幅の磁

気島が生じ、それが成長する振る舞いや、磁気

島が飽和するまでの時間が、トカマクのモード

構造遷移を通じた磁気島形成と類似している

ことが明らかになった。 
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図．m/n=1/1の磁場揺動振幅と磁気島幅の時

間発展と、各時刻におけるモード構造。矢

印はピーク位置で、ピーク間隔を磁気島幅

とする。 
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